
地域の互助で乗り［逢い］交通／由利地域西沢地区（４月３日）
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は、将来由利本荘市が活気あるまちになって

ほしいです。

　現在、少子高齢化の影響によって、働き手や働く
場所が減ったり、楽しく遊ぶことのできる場所が減っ

たりと様々なことに悩まされている由利本荘市です

が、私は、自然豊かなことや特産品や歴史ある建

物がいくつもあること、地域の人が温かく接してく
れることなど、由利本荘市にはたくさんの魅力があ

ると思います。そして、これらの魅力が市内・市外

にもっと伝われば、どんどん人が集まり活気あるま

ちになっていくのではないでしょうか。

　私は、この地域の良さをもっとよく知り、周りの

人にも広めて、由利本荘市が活気あるまちになる手

助けをしていきたいです。

由利は自然がとても豊かで、八塩山やボツメ

キ湧水などの観光スポットがあります。ぼく
たちも出かけた「山遊庭の森」では、枝打ち体験

や栗拾いをして自然に親しむことができます。また、

東由利にしかないグルメもあるので、ぜひ訪れて食

べてほしいです。　

　そのために、ぼくは、東由利の良いところをイン

ターネットで宣伝したり、プレゼンをしたりして広め

られたらいいと思います。そうすることで、東由利

を訪れる人や人口が増えることにつながるのではな

いかと思います。

　東由利の良さが、もっと他の地域の方にも広まり、

住んでいることを今よりもほこれるように、自分が

できることを探していきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３4

私 東

未来の東由利活気あるまちに！

東由利小学校 ６年

さん大沼 龍平

矢島中学校 ３年

（町内名　蔵）（町内名　家中）

み あん じふね おお ぬま りゅう へい

さん三船 杏慈

　
私
は
、
趣
味
で
よ
さ
こ
い
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
怪
我
を
機
に
Ｍ
Ｃ
や
歌
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
市
内
イ
ベ
ン

ト
の
司
会
等
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
激
減
、
何

も
出
来
な
い
我
慢
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
一
通
の
封
筒
が
届
き
、
中
に
由
利

本
荘
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
へ
の
お
誘
い
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
司
会
等
の
声
の
特

技
を
活
か
し
て
、
地
元
の
た
め
に
何
か
で
き
る

な
ら
！
と
思
い
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
再
会
が

あ
り
、
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
も
プ
ロ
モ
へ
の
参
加
で
自
分
に
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
一
番
の

収
穫
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
由
利
本
荘
市
で
イ
ベ

ン
ト
等
の
司
会
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
参
加
し
て

さ
と

あ

さ

さ

き

さ
ん

本
荘
地
域 

  

　   

　　　（
町
内
名
　大
鍬
町
）

佐
々
木
亜
里

　
空
澄
み
渡
り
風
薫
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
５
月
５
日
は
子
ど
も
の
日
。「
子

ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
子
ど
も

の
幸
福
を
図
る
と
と
も
に
母
に
感

謝
す
る
日
」
と
し
て
、
１
９
４
８

年
に
国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
一
の
広
大
な
面
積
を

誇
る
本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
を

は
じ
め
、
歴
史
、
文
化
、
食
の
宝

庫
と
し
て
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
。Ｇ
Ｗ
に
は
、
お
子
様
と
、
ご
家

族
と
…
行
っ
た
こ
と
の
な
い
由
利

本
荘
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（

甫
仮
貴
子
）
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令和５年度予算より８億４６００万円（１．８％）増加
【特別会計当初予算 １００億１０９３万円３千円   企業会計 １２６億１８０６万９千円】

令和6年度 一般会計予算総額

1月臨時会　3月定例会
　令和６年１月２６日に臨時会が開催され、一般会計補正予算１件が、原案のとおり可決されました。

令和６年３月定例会は、２月１６日から３月１９日までの３３日間の会期で開催され、施政方針、教育

方針が示されました。

　市提出案件は、人事案件５件、条例関係３２件、予算関係２件（特別会計への繰り入れ）、令和５

年度補正予算１６件、令和６年度予算１４件、令和６年度補正予算１件、その他７件の計７７件が審議

され、原案のとおり可決されました。

　また、陳情５件については常任委員会での討議、本会議での討論を経て、３件は不採択、１件は

趣旨採択、１件は継続審査と決しました。

　さらに議員発案１件の追加提出議案も可決されました。

⒈ 若者・女性の地域定着と
 切れ目のない子育て支援

… 未来のさらなる飛躍を実現する重点施策 …

73億8300万円

◆福祉医療費支給事業　　６億５２７０万円
０歳から高校生世代及び重度心身障がい者並びに高齢身体

障がい者の医療費助成

◆起業・事業承継支援補助事業　３００万円
起業・創業へのチャレンジを支援するため、開業にかかる

経費の一部を助成

◆部活動地域移行推進事業　　３６０万円
中学校部活動の質的な向上と教員の働き方改革を実現す

る

主な事業

⒊ 誰もが安全安心に暮らせる
まちづくり 69億5100万円

◆ハザードマップ作成事業　　　１１０万円
津波、火山噴火ハザードマップ作成事業

◆中央地域、東部地域包括支援センター運営
　業務委託　　　　　  　　　４８１０万円

中央地区（本荘東部・本荘西部・石脇・松ヶ崎・西目）、

東部地区（子吉・小友・石沢・内越・東由利）の地域包括

センター業務を委託

◆内水浸水対策事業　　　　３８００万円
内水浸水想定区域図の作成

主な事業

⒉ 大規模プロジェクトなどを活かした関係人口の
拡大と地域産業の振興 38億7700万円

◆ゆりほんスマイルフェスタ開催事業　５５０万円
市民まつりを改称し、友好都市などの特産品販売やゆりほ

んじょうマルシェを開催

◆住みたいまち リ・ブランディング事業　２６０万円
お試し移住体験事業の拡充を図り本市のリ・ブランディン

グ化（魅力の再認識）に繋げる

◆担い手確保・省力化支援事業　７９０万円
拡大に向ける担い手農家の省力化等に対する支援

主な事業
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１月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
１月

２月

２月

３月

３月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会
臨時会
議会全員協議会
山形県金山町議会行政視察来訪

大仙市議会行政視察来訪
産業建設常任委員会協議会
議会運営委員会
本会議（開会）
議会全員協議会
会派代表者会議

本会議（会派代表質問）
「市民と語る会」実行委員会
本会議（一般質問）～８日
議会運営委員会
議会全員協議会
会派代表者会議
委員会（議案審査）～１３日
議会運営委員会
本会議（閉会）

「市民と語る会」全体会
議会報編集特別委員会

「市民と語る会」提言書及び報告書を市長へ提出

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１９ ２０ ２３ ２４ ２５

２０ ３０ ６／１３１

２ ８４ ５

２４

９ １５１４

１６ １７ ２０１８ ２１ ２２

２３ ２４ ２６ ２７ ２８ ２９

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

常任
委員会

２５

日

７

１２
常任
委員会

１１１０ １３

１９

本会議
（一般質問）

６
本会議
（一般質問）

３
本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（閉会）

（１／１～３／３１）
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 ５日
１２日
１９日
２６日

３１日

１日
５日
９日

１６日

６日

７日
８日

１１日
１９日

２７日
２９日

　５月２４日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３

月

定

例

会

４日
７日
８日

２０日

２８日
２９日

１日
２日
５日
９日

２４日

３日
１６日
２３日

新春商工パーティー
二十歳を祝う会
消防出初式
ふるさと応援大使情報交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）
矢島カップＧＳＬスキー大会開会式
由利本荘青年会議所新年祝賀会

全国高速自動車道市議会協議会定期総会（東京都）
優良技能者表彰式
秋田県市議会議長会定例会（秋田市）
スポーツ賞表彰式
周防彦宗氏瑞宝双光章受章記念祝賀会

由利本荘市民スキー大会
矢島体育協会創立７０周年・矢島スポーツ賞記念式典
鮎の風実行委員会感謝と慰労の会

慶祝、
協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

49,850円
（8件）

28,500円
（5件）

11,000円
（3件）

31,000円
（1件）

40,000円
（2件）

0円
（0件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」の

ちいき本棚でご覧いただけるようになりました。

https://cccc.backshelf.jp/

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は6／3～6／１9  ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→



⒊ 誰もが安全安心に暮らせる
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木隆一
（日本共産党）

吉田朋子
（高志会）

能
登
半
島
地
震
は
、
真
冬
の
寒

冷
地
で
大
地
震
が
発
生
す
る
と

い
う
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
事
が
現
実
に

な
っ
た
。

　
冬
の
地
震
対
策
は
山
間
部
の
豪
雪
地

帯
を
有
す
る
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な

課
題
で
も
あ
る
。

　
厳
冬
積
雪
期
の
地
震
対
策
は
万
全
か
。

　
市
の
対
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
る
。

こ
の
度
の
地
震
に
つ
い
て
は
、

数
千
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
土

地
の
隆
起
な
ど
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
本
市
で
は
毎
年
各
地
域
に
お
い
て

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
行
な
い
、
関
係

機
関
と
の
連
携
や
自
主
防
災
組
織
の
災

害
の
行
動
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
防
災
対
策
は
女
性
の
視
点

も
取
り
入
れ
男
女
の
違
い
に
も
配
慮
し

な
が
ら
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

問答 厳
冬
期
の

　
　
　地
震
対
策
の
備
え
は

コ
ロ
ニ
ー
の
建
設
は
１
９
６
９

年
、
県
が
当
時
の
西
目
村
に
決

定
。
村
で
は
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
を
寄
付
し
76
年
竣
工
式
を
行
な
っ
て

い
る
。

　
利
用
者
・
職
員
合
わ
せ
て
８
０
０
人

で
西
目
地
域
や
市
内
な
ど
の
地
域
社
会

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　
同
施
設
が
移
転
改
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
際
は
西
目
地
域
な
ど

市
内
を
優
先
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
を

関
係
機
関
に
強
く
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

コ
ロ
ニ
ー
の
移
転
先
に
つ
い
て

は
、
西
目
地
域
を
中
心
と
し
た

由
利
本
荘
市
内
に
設
置
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
知
事
あ
て
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　
引
き
続

き
県
の
状

況
を
注
視

し
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま

な
県
と
の

意
見
交
換

の
機
会
を

捉
え
一
層

の
働
き
か

け
に
努
め

る
。 問答 県

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
の

移
転
改
築
は
市
内
を
優
先
す
べ
き

冬
季
の
災
害
備
蓄
品
、
女
性
や

乳
幼
児
向
け
の
備
蓄
品
は
。

冬
季
の
防
寒
用
品
は
、
想
定
を

超
え
る
よ
う
な
避
難
者
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
再
確
認
し
て
い
る
。

　
女
性
用
下
着
、
防
犯
ブ
ザ
ー
、
ホ
イ

ッ
ス
ル
、
妊
産
婦
用
の
衣
類
、
乳
幼
児

用
の
離
乳
食
な
ど
は
、
今
後
の
研
究
テ

ー
マ
と
し
て
、
受
け
止
め
考
え
て
い
く
。

問答 市
の
防
災
対
策

多
様
性
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
と

は
。

市
の
公
共
施
設
で
性
別
を
問
わ

ず
誰
で
も
利
用
で
き
る
多
機
能

ト
イ
レ
施
設
は
約
１
５
０
カ
所
あ
り
、

国
土
交
通
省
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
指

針
に
基
づ
き
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
の

表
示
を
行
っ
て
い
る
。

　
多
様
な
利
用
者
が
訪
れ
る
鶴
舞
会
館

で
は
、
令
和
元
年
度
の
大
規
模
改
修
に

合
わ
せ
て
、
多
機
能
ト
イ
レ
に
虹
色
の

人
型
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
レ
イ
ン
ボ
ー
マ

問答

ー
ク
を
導
入
し
「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」

と
し
て
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
多
機
能
ト
イ
レ
の
表
示
は
、
今
後
、

国
や
県
、
他
自
治
体
で
の
動
向
を
踏
ま

え
、
多
様
性
に
配
慮
し
た
公
共
ト
イ
レ

の
在
り
方
を
併
せ
て
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

多機能トイレのピクトグラム

全
国
性
教
育
研
究
大
会
に
市
の

教
職
員
は
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か
。参

加
実
績
は
な
い
が
、
県
内
で

行
わ
れ
て
い
る
同
様
の
研
修
会

に
は
参
加
し
て
い
る
。

　
市
内
全
小
・
中
学
校
が
年
度
当
初
に

年
間
計
画
を
作
成
し
、
性
に
関
す
る
教

育
を
、
ど
の
学
習
内
容
と
関
連
さ
せ
て

行
う
か
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
児
童
生

徒
に
実
施
す
る
性
教
育
講
座
や
教
室
も

実
施
し
て
い
る
。

問答 学
校
現
場
で
の

　
　
　
　性
教
育
に
つ
い
て

秋田県心身障害者コロニー
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ここが聞きたい
一 般 質 問

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

３月定例会のトピックス

高性能のバイオ炭で土壌改良

問 　具体的にどんなものか。

答 　地元の工場で作られる籾殻燻炭に微生物
を付加するもの。土壌改良の促進が期待され
る。

　環境負荷低減型農業確立に向けた高性能のバ

イオ炭の有効性の実証支援を行います。 産

ごてんまりロード整備事業

問 　どのような整備内容なのか。

答 　階段や壁面にごてんまりのラッピングやタペ
ストリーなどの装飾を施し、ごてんまりのフォト
スポットの整備などを計画している。

　本荘ごてんまりの魅力発信を目的とし、羽後本

荘駅の東西自由通路「ごてんまりロード」の装飾

を行います。 産

堀井新太郎
（高志会）

小川幾代
（立憲民主党）

国
道
７
号
の
迂
回
路
に
な
り
得

る
市
道
の
維
持
管
理
は
。

緊
急
時
に
円
滑
な
交
通
の
確
保

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
る
。
ま
た
、
道
路
沿
い

の
枯
れ
た
松
や
倒
木
に
つ
い
て
は
、
現

地
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
J
R
東

日
本
な
ど
の
土
地
所
有
者
と
協
議
し
、

交
通
に
支
障
と
な
る
木
の
伐
採
を
進
め

て
い
く
。

問答 防
災
・
減
災
の
対
策
を

市道にかかる松枯れの様子

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
終
了
後
の
取

組
み
は
。

本
市
が
力
を
入
れ
て
き
た
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
な
ど
の
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
市
民
が

主
役
の
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
く
。

問答 こ
れ
か
ら
の
市
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
は

Ｉ
Ｔ
社
会
に
お
け
る
裸
眼
視
力

の
確
保
は
。

文
部
科
学
省
で
は
、
視
力
低
下

の
原
因
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
利
用
時
間
増
加
に
よ

る
と
分
析
し
て
い
る
。
学
校
現
場
で
は
、

従
来
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た

学
習
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
書
く
こ

と
に
よ
る
学
習
内
容
の
定
着
や
、
視
力

低
下
に
も
留
意
し
て
端
末
を
使
用
さ
せ

て
い
る
。

　
今
後
も
児
童
生
徒
の
視
力
の
推
移
を

注
視
し
、必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

学
校
給
食
の
安
定
供
給
は
。

業
者
を
決
め
る
入
札
に
は
学
校

給
食
の
実
績
や
、
履
行
保
証
人

を
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
。
食
材
の
購
入
に
つ
い
て
は
市
が
直

接
行
う
た
め
、
業
者
へ
の
価
格
変
動
に

よ
る
影
響
は
な
い
。
月
１
回
の
定
例
会

で
協
議
し
安
定
供
給
を
図
る
。

問答 児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
は

受
け
入
れ
先
の
保
育
園
が
な
い
、

課
題
は
何
か
。

看
護
師
の
人
材
確
保
が
最
大
の
課

題
で
あ
る
。
保
育
所
や
訪
問
看

護
事
業
所
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

必
要
と
す
る
看
護
師
の
配
置
や
派
遣
が

可
能
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
、

保
育
所
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け

入
れ
体
制
が
構
築
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問答 医
療
的
ケ
ア
児
の

　受
け
入
れ
環
境
の
構
築
を

障
が
い
児
を
対
象
と
す
る
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
課
税
状

況
に
よ
り
上
限
3
万
7
2
0
0
円
。

　
一
方
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
利
用

料
の
上
限
が
5
千
円
。
不
公
平
感
を
抱

く
の
で
は
。

問 放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　利
用
料
の
軽
減
を

１
年
以
上
の
本
市
居
住
要
件
の

根
拠
は
。

他
市
町
村
と
の
助
成
の
重
複
の

回
避
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

安
心
し
て
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
要
件
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

問答 不
妊
治
療
費
助
成
の

　
　
　
　
　要
件
見
直
し
を

県
だ
け
で
な
く
、
本
市
独
自
の

制
度
創
設
を
求
め
る
声
が
あ
る
。

制
度
が
必
要
で
は
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
メ
リ
ッ

ト
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
や
市

外
へ
の
転
居
後
の
対
応
な
ど
、
課
題
が

あ
る
た
め
広
域
的
に
導
入
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
制
度
導
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
性

的
少
数
者
の
方
々
に
配
慮
し
た
多
様
性

に
理
解
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

問答 パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
を

整備が予定される「ごてんまりロード」

軽度・中度難聴者補聴器
購入費助成事業

問 　助成の内容は。

答 　身体障害者手帳の対象とならない軽度・
中度難聴者（１８歳以上）に対して、補聴器
の購入費の１／２（補助上限額は非課税世帯
5万円、課税世帯2万5千円）を助成する。な
お、補聴器の耐用年数を５年とし、再度申請
可能とする。

　軽度・中度難聴者（１８歳以上）に対し、市

独自に補聴器購入費の一部を助成します。 教

三セク・大内町交流センターに
補助金

問 　補助金交付の主旨は。

答 　株式会社大内町交流センターの解散決定
に基づき、市は通常清算での清算手続きを支
援するため、日々利息が発生する短期借入金
の解消を目的として補助金を交付する。

　道の駅おおうちの温泉宿泊施設「ぽぽろっこ」

を運営する市の第三セクター・株式会社大内町

交流センターに、１５００万円の運営費を補助する

ものです。 産

委員から「市民感情として、際限なく公費を投
入することは理解を得られない。第三セクター
の設立の経緯を鑑み、市としては、他の第三セ
クターを含め、同様の事態とならないよう、経
営実態を把握し、早期の対策と指導を行って
いただきたい。」との発言があった。

委員会では

他
の
障
が
い
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
も
同
様
の
仕
組
み
で

答

自
己
負
担
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
独
自
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

答
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ここが聞きたい
一 般 質 問

令和６年度子育て応援券事業

問 　配送対象や配送時期は。

答 　対象者は、令和６年４月１日時点で由利本
荘市に住所を有する０歳から１８歳（高校生
年代）とし、子育て応援券千円券10枚綴りを
配布する。６月下旬より順次配送する。

　子育て応援券として１万円分を配送します。

教

帯状疱疹ワクチン接種費用
助成事業

問 　事業内容は。

答 　満50歳以上で、過去に帯状疱疹ワクチンの
接種を受けていない方を対象とする。助成額
は、生ワクチン接種の場合は3千円、不活化ワ
クチン7千円×２回とし、生ワクチンまたは不
活化ワクチンのいずれか一方に限り助成す
る。接種を希望される方は、助成額を引いた
額を協力医療機関に支払う。

　帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成を行い

ます。 教

総合計画新創造ビジョン基本
構想及び後期基本計画の変更

問 　具体的な変更点は。

答 　計画期間を市長任期に合わせ、1年延長
し、令和7年度までに変更するものとする。ま
た、基本構想においては、将来人口目標を令
和7年、7万人以上とする。

　計画の最終年度を令和７年度に変更します。

総

令和６年度敬老事業の制度改正

問 　昨年度とどのように変わったか。

答 　敬老会開催事業（１人あたり２千円の上限）、
記念品贈呈事業（１人あたり千円の上限）のほ
か、敬老会欠席者に記念品を贈呈できるよう
制度改正し追加した。また、敬老事業対象者把
握のため、令和６年１月から、自治会役員に限
り住民基本台帳の無料閲覧を可能としている。

　敬老会欠席者にも記念品の贈呈ができるよ

うになりました。 教

鳥海山火山防災協議会

問 　協議会負担金はどのような活動に使用され

るのか。

答 　今後の鳥海山噴火に対応するため、火山
噴火ハザードマップ3500枚を矢島・鳥海地
域に配布する。

　火山噴火を想定したハザードマップ作成がさ

れます。 総

大友孝徳
（市民の窓口）

小松浩一
（高志会）

由
利
本
荘
市
防
災
計
画
に
記
載

さ
れ
て
い
る
北
由
利
断
層
地
震

に
よ
る
被
害
予
測
「
震
度
７
、
死
者
７

４
８
人
、
負
傷
者
3
5
5
1
人
、
建
物

全
壊
1
万
2
0
1
4
棟
」
の
数
値
を
広

報
な
ど
に
掲
載
し
、
市
民
に
万
が
一
の

準
備
を
呼
び
か
け
て
は
。

デ
ー
タ
が
一
人
歩
き
せ
ぬ
よ
う
、

こ
れ
ま
で
慎
重
に
取
り
扱
っ
て

き
た
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
迅
速
な
避

難
行
動
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
今
後
は

防
災
対
策
の
説
明
の
な
か
で
適
宜
紹
介

し
て
い
く
。

問答 由
利
本
荘
市
の

　
　
震
災
リ
ス
ク
の
周
知
を

内
閣
府
で
は
50
人
あ
た
り
１
つ

の
便
器
が
あ
り
女
性
用
３
対
男

性
用
１
の
割
合
が
理
想
と
し
て
い
る
が
、

本
市
全
域
の
避
難
所
の
数
と
設
定
収
容

問

本
市
の
避
難
所
数
は
82
カ
所
。

設
定
収
容
人
数
は
3
万
5
6
6
0

人
。
男
性
用
ト
イ
レ
は
1
4
6
2
基
、

女
性
用
ト
イ
レ
は
9
6
4
基
で
あ
り
、

十
分
な
保
有
数
と
な
っ
て
い
る
。

答

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
状
況
か
ら

　
　
　
避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

本
市
の
市
民
団
体
が
2
月
6
日

に
上
京
し
、
風
力
発
電
施
設
か

ら
の
低
周
波
お
よ
び
超
低
周
波
騒
音
に

よ
る
健
康
被
害
の
実
態
を
伝
え
、
環
境

省
に
「
風
力
発
電
施
設
か
ら
発
生
す
る

騒
音
に
関
す
る
指
針
」
の
見
直
し
を
請

願
し
た
。

　
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
際
に
は
、
本
市

も
方
針
を
転
換
し
、
被
害
者
が
求
め
る

夜
間
停
止
な
ど
を
後
押
し
し
、
抜
本
的

配
慮
を
要
請
で
き
る
か
。

国
の
法
令
や
指
針
が
見
直
さ
れ

た
際
に
は
、
そ
の
内
容
に
基
づ

き
適
切
な
対
応
を
す
る
。

問答 風
力
発
電
施
設
に
よ
る
健
康
被
害

救
済
の
国
へ
の
請
願
に
つ
い
て

人
数
、
男
女
別
ト
イ
レ
の
数
は
。

災害時の簡易トイレ

市
民
の
声
を
い
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
の
皆
様
と
の
積
極
的
な
意

見
交
換
を
継
続
し
な
が
ら
、
各

地
域
の
幅
広
い
年
代
の
方
の
声
は
も
と

よ
り
、
市
誕
生
後
に
生
ま
れ
た
若
い
世

代
の
方
の
地
域
の
枠
を
超
え
た
自
由
な

発
想
や
思
い
に
耳
を
傾
け
、
重
要
な
施

策
や
計
画
な
ど
の
策
定
に
結
び
付
け
る

事
で
、
真
に
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

問答

産
業
団
地
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
。

昨
年
９
月
に
約
５
０
０
社
を
対

象
に
行
っ
た
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
、
企
業
が
事
業
展
開
を
す
る
際

の
要
件
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
６
年
度
は
多
種
多
様
な
企
業
を
呼

び
込
む
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
産
業
団
地

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問答 本
市
に
お
け
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
構
想

世
帯
数
の
多
い
町
内
会
は
、
該

当
者
を
把
握
す
る
の
も
困
難
な

状
況
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

敬
老
事
業
を
行
う
町
内
会
の
役

員
に
は
、
今
年
１
月
か
ら
対
象

者
の
把
握
目
的
に
限
り
、
無
料
で
住
民

基
本
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
内
会
役
員
な
ど
複

数
で
の
閲
覧
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。 問答

令
和
６
年
度
の
敬
老
会
の
在
り

方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。予

算
措
置
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
額
を
参
加
者
１
人
あ
た
り
の

経
費
を
単
位
と
し
て
、
参
加
者
数
に
応

じ
て
積
算
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今

後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
市

民
の
皆
様
や
、
町
内
会
な
ど
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
や
要
望
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
高
齢
者
の
皆
様
を
し
っ
か
り
と
お

祝
い
で
き
る
敬
老
事
業
と
し
て
い
く
。

問答 令
和
６
年
度
の

　
　
　
　
　
敬
老
会
事
業
は

由利本荘市議会だより  令和６年／2024年5月1日発行

債権に係る督促手数料の廃止

問 　廃止することで得られる効果は。

答 　コンビニ取扱期限の延長による納税者の利
便性の向上や金融機関の公金収納窓口の合理
化への対応、また、行政事務の負担軽減などが
期待される。

　令和６年４月１日以降発生する督促手数料１００

円の徴収が廃止されました。 総

亀田体育館の廃止

問 　利用者への説明は。

答 　利用者団体には個別に通知している。ほと
んどの利用者団体は、築４０年が経過し老朽
化が進んでいること、公共施設等総合管理計
画に基づく廃止に理解を示している。
　また、３００メートル先には高城体育館があ
るため、そちらを利用してもらう。

　築４０年が経過し老朽化が進んでおり、財政

的な面でも廃止するものです。 産

廃止される亀田体育館
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 佐藤正人（公明党）
１．災害対策について

２．健康増進について

３．ＡＥＤケース内に三角巾及び使い方のリー

フレットを

４．ＧＩＧＡスクール構想の現状について

13P 堀井新太郎（高志会）
１．防災・減災の対策について

２．新たな時代の文化・スポーツ振興の在り

方について

３．児童・生徒の健康管理について

12P 大友孝徳（市民の窓口）
１．由利本荘市の震災リスクの周知について

２．能登半島地震の被災地状況から

３．風力発電施設による健康被害救済の国へ

の請願について

４．由利本荘市中学生会議の在り方について

５．小学校での雪国防災訓練について

12P 小松浩一（高志会）
１．本市におけるまちづくり構想について

２．直面する農業問題について

３．本荘マリーナ海水浴場・本荘港の整備に

ついて

４．本市における敬老事業について

５．現在及び今後の学校教育の諸課題につい

て

13P 小川幾代（立憲民主党）
１．孤立する子育て解消のために

２．放課後等デイサービスの利用者への金銭

的補助を

３．不妊治療費等に対する助成の１年以上の

居住要件の見直しを

４．パートナーシップ、ファミリーシップ制度

の創設を

14P 佐々木隆一（日本共産党）
１．能登半島地震の教訓から

２．相続登記の義務化は周知の徹底を

３．特殊詐欺被害防止にさらなる啓発を

４．自転車違反の反則金について周知の徹底

を

５．県・心身障害者コロニーの移転改築は市

内を優先すべき

６．この冬の暖冬少雪の影響は

14P 吉田朋子（高志会）
１．市の防災対策について

２．トコジラミ対策について

３．学校・家庭の課題についての対応は

3月定例会では、7人の議員が質問
に立ちました。YouTube配信を
QRコードよりご覧になれます。

ＡＥＤと三角巾・応急手当のリーフレット

国
や
県
、
市
の
支
援
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
周
知
を
図
る

べ
き
で
は
。

問

住
宅
修
理
の
支
援
や
生
活
支
援

金
な
ど
、
支
援
制
度
が
多
岐
に

わ
た
り
設
け
ら
れ
て
い
る
。
平
時
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
わ
が
家
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
時
に
追
加
し
周
知

に
努
め
る
。

答 被
災
者
支
援
は

佐藤正人
（公明党）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
時
に
三
角
巾
を

使
い
、
上
半
身
を
覆
う
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
三
角
巾
の
止

血
や
患
部
固
定
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
男
女
差
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
三
角

巾
は
、
上
半
身
を
覆
う
だ
け
で
な
く
、

応
急
手
当
て
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
三

問答 Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
内
に
三
角
巾
及
び

　
　
使
い
方
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

角
巾
と
使
用
方
法
を
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
市
が
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
備
え
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
起
動
や
通
信
速

度
に
不
満
を
抱
え
て
い
る
と
聞

く
。
改
善
方
法
は
。
ま
た
、
本
格
導
入

さ
れ
る
英
語
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
学
習
効
果
は
。

速
度
低
下
は
市
の
サ
ー
バ
ー
が

外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

る
際
、
過
度
な
負
荷
が
掛
か
る
こ
と
や

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
が
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
改
善
を
協
議
し
検
討
す
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
再
生
速

度
を
調
整
し
て
本
文
を
読
み
上
げ
た
り
、

動
画
の
視
聴
に
よ
り
、
学
び
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
紙
の
教
科
書
の

併
用
も
重
要
と
考
え
、
よ
り
よ
い
活
用

を
進
め
て
い
く
。

問答 Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
は

1月臨時会1月臨時会

3月定例会3月定例会

●一般会計　価格高騰緊急支援給付金(拡大給付)

補　正　予　算

■人権擁護委員（任期：３年）

　熊　坂　文　子　氏（再任）本荘地域上大野
　高　橋　利　寿　氏（再任）由利地域町村
　佐々木　　　正　氏（新任）本荘地域川口
　秋　山　由美子　氏（新任）矢島地域川辺
　齊　藤　祐　子　氏（新任）大内地域葛岡

人　事　案　件 異議
なし

くま さか あや こ

たか はし とし ひさ

さ さ き ただし

あき やま ゆ み こ

さい とう さち こ

●由利本荘市諸収入金に係る督促手数料

　及び延滞金の徴収に関する条例の一部を改正する

　条例案

●由利本荘市個人番号の利用及び特定個人情報の提

　供に関する条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市手数料条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市堆肥センター条例の一部を改正する条

　例案

●由利本荘市野球場条例及び由利本荘市運動公園条

　例の一部を改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

■土地（鳥海地域普通財産）の処分について

　子吉川水系鳥海ダム建設用地として市有地２２７１．

　６６平方メートルを国土交通省東北地方整備局に売

　却することに伴い、議会の議決を得ようとするもの。

■財産の無償譲渡について

・岩谷麓構造改善センター

　譲渡の相手方：岩谷麓町内会
・特殊農産物研究センター

　譲渡の相手方：長坂町内会
・北福田集会施設

　譲渡の相手方：北福田町内会
■由利本荘市総合計画新創造ビジョン基本構想及び

　後期基本計画の変更について

そ　の　他 可決

趣旨採択

○陳情第３号

　最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を国に求

　める意見書提出についての陳情

　秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一

　秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　奥井　明子

継続審査

○陳情第２号

　年金制度における外国人への脱退一時金の是正を

　国に求める意見書提出についての陳情

小坪　慎也

不 採 択

○陳情第１号

　あきたこまちＲの採用を延期することを秋田県に

　求める意見書提出についての陳情

　小瀧　隆仁

○陳情第４号

　公契約基本条例に労働報酬下限額を定めるなど充

　実発展を由利本荘市に求める陳情

　秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一

　秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　奥井　明子

○陳情第５号

　あきたこまちＲへの全面切替え計画を見直すこと

　を秋田県に求める意見書提出についての陳情

　「あきたこまちＲ」をみんなで考える会

代表　田口　則芳

陳　情　結　果

●議員発案第１号

　由利本荘市議会議員の請負等の状況の公表に関

　する条例の制定について

議 員 発 案 可決



〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

会
派
代
表
質
問
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幹事長　松本学

市
民
の
窓
口

１
　
市
長
任
期
最
終
年
度
に
向
け
て

２
　
市
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

　
　
共
有
に
つ
い
て

３
　
令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

４
　
小
・
中
・
高
一
体
型
校
舎
に
つ
い
て

５
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
に

　
　
つ
い
て

６
　
学
校
生
活
に
お
け
る
「
居
場
所
づ
く
り
、

　
　
絆
づ
く
り
」
に
つ
い
て

７
　
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
に

　
　
つ
い
て 質

　問

　項

　目

市
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
市
民
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
活
用
し
て
、
多

様
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
と
市
の
未
来
像
を
共
有
し
て
、
市

政
を
推
進
し
て
い
く
。

答
ジ
オ
ガ
イ
ド
登
録
者
数
43
人
、

鳥
海
山
案
内
人
の
会
30
人
と
ガ

イ
ド
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
業
員
数
減
少

に
よ
り
営
業
縮
小
し
て
い
る
フ
ォ
レ
ス

タ
鳥
海
は
、
４
月
か
ら
通
常
営
業
を
再

開
す
る
予
定
で
あ
る
。

答
10
年
後
の
町
の
将
来
像
を
定
め

た
本
計
画
を
「
チ
ー
ム
由
利
本

荘
」
で
実
現
す
る
た
め
に
市
民
へ
の
周

知
を
。

問
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
共
有

鳥
海
山
を
活
か
し
た
体
験
型
ツ

ア
ー
に
欠
か
せ
な
い
ガ
イ
ド
の

育
成
、
滞
在
型
観
光
の
受
け
入
れ
体
制

は
。 問 鳥

海
山
を
核
と
し
た

　
　
　
　
　広
域
観
光
振
興

要
支
援
者
は
約
3
5
0
0
人
で

あ
り
、
令
和
8
年
度
末
ま
で
に

2
0
0
件
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

目
標
と
す
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

答
不
登
校
児
童
生
徒
1
3
9
人
の

そ
の
う
ち
「
本
荘
ふ
れ
あ
い
教

答
現
代
ほ
ど
近
隣
住
民
同
士
の
隣

保
共
助
、
見
守
り
、
助
け
合
い

の
「
近
助
の
精
神
」
が
重
要
な
時
代
は

な
い
。
防
災
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
た

地
域
の
絆
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
を
図
る
本
事
業
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

問 む
こ
う
三
軒
両
隣
・

　
　
　
　た
す
け
あ
い
事
業

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
、

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
、
学
校
が
抱

え
る
課
題
の
多
様
化
に
対
応
す
る
当
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
は
。

問 教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　現
状
と
今
後

教
職
員
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
多

面
的
に
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
、
充
実

し
た
社
会
生
活
を
送
る
力
を
育
む
。

答
多
様
性
を
認
め
、
寄
り
添
い
合

う
、
温
か
い
人
間
関
係
に
支
え

ら
れ
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
「
居

場
所
づ
く
り
、
絆
づ
く
り
」
と
は
、
具

体
的
な
対
応
は
。

問 学
校
生
活
に
お
け
る

「
居
場
所
づ
く
り
・
絆
づ
く
り
」

室
」
に
通
級
す
る
の
は
19
人
。
通
級
困

難
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
指
導
員

が
地
域
や
学
校
を
訪
問
し
、
学
習
の
機

会
の
拡
充
、
個
に
応
じ
た
学
び
や
成
長

を
多
面
的
に
支
え
、
将
来
の
社
会
的
な

自
立
に
つ
な
が
る
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
る
。

※陳情第１号：あきたこまちRの採用を延期することを秋田県に求める意見書提出についての陳情
※陳情第３号：最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を国に求める意見書提出についての陳情（趣旨採択とすべきかの採決）
※陳情第５号：あきたこまちRへの全面切替え計画を見直すことを秋田県に求める意見書提出についての陳情
※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

無
所
属
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高　　　志　　　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

不採択

趣旨採択

不採択

反
　
　
　
対

賛
　
　
　
成

阿
部
　
十
全

小
川
　
幾
代

佐
藤
　
正
人

佐
々
木
隆
一

松
本
　
　
学

大
友
　
孝
徳

正
木
　
修
一

三
浦
　
　
晃

長
沼
　
久
利

渡
部
　
聖
一

伊
藤
　
順
男

吉
田
　
朋
子

泉
谷
　
赳
馬

小
松
　
浩
一

佐
藤
　
健
司

三
浦
　
秀
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮
　
貴
子

佐
藤
　
義
之

髙
橋
　
和
子

高
橋
　
信
雄
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１９１

１１９

１９１

○：賛成　×：反対　欠：欠席

「令和５年度高校生と語る会」報告書の提出並びに提言
　令和６年３月２９日、市役所において「令和５年度高校生と語る会」の報告書
を湊市長に届け、意見が多く出された２つの内容を提言しました。
　１つは「交通の利便性の向上」として、路線バス及び由利高原鉄道とＪＲ羽
越本線の接続状況の改善やバスの遅延情報の発信を求めるもので、高校生の
登下校の現状を反映したものです。２つ目は、「本荘地域や駅前の活性化につ
いて」として、商業施設の誘致や駅前の空き店舗の利活用を求める内容となっ
ています。
　また、報告書は各校を通して、参加した高校生の皆さんに配布しました。

令和５年度は９団体（延べ６５人）が行政視察に来市されました。
視察目的は、以前より関心の高かった学校教育関係に加え、デジタル化関係が注目されています。

由利本荘市のココが

注目されています！

視察団体 視察内容視察日 人数
防災拠点としての由利本荘アリーナについて 

「マイナンバーカード利活用宣言」の取り組み 

ソドアソビの取り組みについて 
コミュニティ・スクールの取り組みについて 
学力向上の取り組みについて

学校再編について 

沖縄県うるま市議会

福井県坂井市議会

香川県高松市議会

三重県熊野市議会
三重県熊野市議会
宮城県利府町議会

山形県金山町議会

秋田県大仙市議会

大阪府貝塚市議会

5

2

10

13

8
8
6

11

2

令和5年 5月18日

令和5年 7月19日

令和5年 8月　2日

令和5年 8月25日

令和5年10月18日
令和5年10月19日
令和5年12月14日

令和6年 1月31日

令和6年 2月　1日

ジオパークなど地域資源を活用した観光プログラム開発に
よる観光誘客の取り組みについて

廃校を利活用した鳥海山木のおもちゃ館における地元産材の
活用及び新たな雇用について

「市役所デジタルスポット」証明書の自動発行、
遠隔福祉相談について

令和５年度 行政視察受入 一覧
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人
口
減
少
の
進
行
は
、
地
域
を

支
え
る
担
い
手
不
足
や
経
済
活

動
に
お
け
る
労
働
力
不
足
、
市
民
生
活

や
産
業
活
動
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
深

刻
な
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
人
口
は
令

和
５
年
10
月
時
点
で
７
万
１
４
２
１
人

で
、
若
干
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
緩
和
さ

れ
た
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、
市
外
へ
の
流
出

を
防
止
す
る
と
共
に
、本
市
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
を
さ
ら
に
図
る
ほ
か
、
出
生

者
を
増
や
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
後
押

し
を
図
る
。

答

会
派
代
表
質
問

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

す
べ
て
の
業
務
・
事
務
に
お
い

て
再
検
証
を
行
い
、「
身
の
丈
に

合
っ
た
取
り
組
み
」「
新
た
な
歳
入
確

保
」「
受
益
者
負
担
の
見
直
し
」「
関
係

団
体
と
の
調
整
」
な
ど
を
視
点
に
予
算

編
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
の
進
捗
状
況

を
検
証
。
１
０
０
項
目
の
取
り
組
み
の

う
ち
、「
目
標
達
成
し
完
了
し
た
も
の
」

10
％
、「
概
ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る

も
の
」
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
68
％
で
あ

り
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
令
和
８
年
度
ま
で
に
廃
止
・
譲
渡
予

定
と
な
っ
て
い
る
１
６
５
棟
の
施
設
は

今
年
度
中
に
公
表
す
る
。

答

会長　高橋信雄

高  

志  

会

１
　
令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て

２
　
人
口
減
少
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

３
　
子
育
て
支
援
と
健
康
福
祉
に
つ
い
て

４
　
産
業
振
興
と
大
型
事
業
へ
の
関
わ
り
、

　
　
Ｃ
Ｏ
2
削
減
対
策
に
つ
い
て

５
　
観
光
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
立
市
に
つ
い
て

６
　
少
子
化
の
中
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

多
額
の
基
金
繰
り
入
れ
を
見
込

む
な
ど
非
常
に
厳
し
い
財
政
運

営
。
投
資
的
経
費
も
、
当
初
予
算
で
は

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
予
算
は

問

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
「
消
滅
し
な
い
地
方
」

と
し
て
市
民
の
満
足
度
・
幸
福
度
を
上

げ
る
に
は
。

問

会長　三浦晃

サ
キ
ホ
コ
レ

１
　
人
口
減
少
に
対
す
る
具
体
的
な
案
は

２
　
健
全
な
行
財
政
維
持
の
た
め
当
面
や
る

　
　
べ
き
事
は

３
　
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
か
ら
、
ゆ
り

　
　
ほ
ん
保
育
園
遊
学
等
に
つ
い
て

４
　
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実
証
区
域
に

　
　
選
定
さ
れ
る
見
通
し
は

質
　
問
　
項
　
目

人
口
減
少
の
克
服
を
最
重
要
課

題
と
捉
え
て
い
る
。
人
口
減
少

下
に
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

市
民
の
生
活
が
豊
か
で
生
き
生
き
と
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
施
策
を
打
ち
出
し

て
き
た
。

　「
地
域
幸
福
度
『
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ

ン
グ
』」
の
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
実

現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民

と
の
対
話
を
通
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で

き
て
い
る
の
か
の
把
握
に
努
め
、
市
民

満
足
度
調
査
を
継
続
し
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
が
整
備
さ
れ
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
高
く
評
価
す
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
業
務
の
削
減
に
ど
の

程
度
寄
与
し
て
い
る
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
化
と
効
果
は
。

問

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
令
和
７
年
度
ま

で
４
年
間
の
指
針
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
計
画
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
の
導
入
で
効
率
化
さ
れ
、
業
務
に

要
す
る
時
間
が
１
人
１
日
当
た
り
30
分

答

程
度
削
減
で
き
、
人
件
費
と
し
て
試
算

す
る
と
、
年
額
１
億
円
を
超
え
る
効
果

額
と
な
る
。

　
令
和
６
年
度
予
算
と
課
題
の
行
財
政

改
革
の
進
捗
は
。

今
後
も
さ
ら
に
少
子
化
が
進
み
、

複
式
学
級
が
生
じ
る
学
校
も
出

て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
市
全
域
を

対
象
に
、
旧
行
政
区
を
超
え
た
学
校
再

編
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
慎
重
に
協
議
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
国
が
示
す
適
正
規
模
は
、
１
学
年
２

学
級
か
ら
３
学
級
程
度
の
ク
ラ
ス
替
え

が
で
き
る
規
模
で
あ
る
。

答
今
後
、
少
子
化
は
さ
ら
に
進
ん

で
複
式
学
級
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
一
中
学
校
区
１
小
学
校
の
在
り
方
が

維
持
で
き
る
か
。

　
旧
町
部
で
の
学
校
運
営
は
検
討
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
全
域
で
の
検
討
が
必
要
と
な
る
の
か
。

　
少
子
化
の
中
の
教
育
環
境
と
学
校
編

成
、
適
正
な
規
模
は
。

問

本
県
の
出
生
数
は
過
去
最
少
の

３
９
０
７
人
と
報
道
さ
れ
た
。

未
婚
・
晩
婚
化
の
傾
向
に
あ
り
、
少
子

化
は
政
府
の
想
定
よ
り
12
年
早
い
ペ
ー

人
口
減
少
に
対
す
る

　
　
　
　
　
具
体
的
な
案
は

問

ス
で
進
む
と
あ
る
。
市
長
は
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
講
じ
て
対
処
し
て
い
る
こ
と

は
十
分
に
理
解
を
し
て
い
る
。
た
だ
現

在
、
こ
れ
と
い
っ
た
効
果
が
見
い
だ
せ

て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
将
来
を
見
す
え
た
具
体
的
な
案
や
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
充
実
が
必

要
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

鳥
海
ダ
ム
建
設
を
は
じ
め
と
す

る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白

押
し
で
、
市
の
財
政
の
底
上
げ
に
大
き

な
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。
施
政
方
針

の
中
に
「
財
政
が
健
全
性
を
維
持
し
、

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
行

財
政
改
革
の
取
組
み
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
求
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
当
面

や
る
べ
き
事
は
何
な
の
か
。

健
全
な
行
財
政
維
持
の
た
め

　
　
　
当
面
や
る
べ
き
事
は

問

「
ゆ
り
ほ
ん
保
育
園
遊
学
」
や

「
若
者
地
方
交
流
体
験
」
は
実

に
い
い
構
想
だ
と
思
う
。
こ
の
２
つ
の

構
想
は
現
在
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
実
績
は
ど
う
な

の
か
。

ゆ
り
ほ
ん
保
育
園
遊
学
等
に
つ
い
て

問

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
の
増
加
に
加
え
、
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
る
経
費
の
増
嵩
な
ど
、
歳
出
総

額
が
膨
ら
み
、
前
年
度
を
上
回
る
財
政

調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
健

全
性
を
図
る
た
め
、
基
金
の
残
高
確
保

に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
。

　
本
市
の
人
口
は
２
０
５
０
年
に
は
４

万
２
千
人
台
ま
で
減
少
す
る
見
通
し
で

あ
る
。
市
税
収
入
や
交
付
税
の
減
少
な

ど
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
行
財
政
改
革
の
取

答

い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
令

和
４
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

「
保
育
園
遊
学
」
に
は
こ
れ
ま
で
７
家

族
26
人
が
参
加
、
う
ち
、
３
家
族
10
人

が
再
度
体
験
に
訪
れ
る
な
ど
好
評
を
得

て
い
る
。
昨
年
４
月
に
は
１
家
族
４
人

が
移
住
し
た
。

　
６
年
度
は
新
た
に
石
沢
保
育
園
を
加

え
る
ほ
か
、
募
集
時
期
を
２
カ
月
か
ら

５
カ
月
に
、
滞
在
日
数
を
14
日
か
ら
30

日
に
そ
れ
ぞ
れ
延
ば
す
と
共
に
定
員
に

つ
い
て
も
４
組
か
ら
10
組
に
拡
大
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　「
若
者
地
方
交
流
体
験
」
に
は
令
和

４
年
度
は
企
業
・
創
業
を
目
指
す
若
者

２
人
に
参
加
頂
い
た
。
新
年
度
も
引
き

続
き
大
学
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

答 組
み
は
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

人
口
減
少
対
策
と

　
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

少
子
化
の
中
の

　
　
　
　
教
育
環
境
は
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人
口
減
少
の
進
行
は
、
地
域
を

支
え
る
担
い
手
不
足
や
経
済
活

動
に
お
け
る
労
働
力
不
足
、
市
民
生
活

や
産
業
活
動
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
深

刻
な
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
人
口
は
令

和
５
年
10
月
時
点
で
７
万
１
４
２
１
人

で
、
若
干
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
緩
和
さ

れ
た
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、
市
外
へ
の
流
出

を
防
止
す
る
と
共
に
、本
市
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
を
さ
ら
に
図
る
ほ
か
、
出
生

者
を
増
や
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
後
押

し
を
図
る
。

答

会
派
代
表
質
問

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

す
べ
て
の
業
務
・
事
務
に
お
い

て
再
検
証
を
行
い
、「
身
の
丈
に

合
っ
た
取
り
組
み
」「
新
た
な
歳
入
確

保
」「
受
益
者
負
担
の
見
直
し
」「
関
係

団
体
と
の
調
整
」
な
ど
を
視
点
に
予
算

編
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
の
進
捗
状
況

を
検
証
。
１
０
０
項
目
の
取
り
組
み
の

う
ち
、「
目
標
達
成
し
完
了
し
た
も
の
」

10
％
、「
概
ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る

も
の
」
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
68
％
で
あ

り
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
令
和
８
年
度
ま
で
に
廃
止
・
譲
渡
予

定
と
な
っ
て
い
る
１
６
５
棟
の
施
設
は

今
年
度
中
に
公
表
す
る
。

答

会長　高橋信雄

高  

志  

会

１
　
令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て

２
　
人
口
減
少
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

３
　
子
育
て
支
援
と
健
康
福
祉
に
つ
い
て

４
　
産
業
振
興
と
大
型
事
業
へ
の
関
わ
り
、

　
　
Ｃ
Ｏ
2
削
減
対
策
に
つ
い
て

５
　
観
光
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
立
市
に
つ
い
て

６
　
少
子
化
の
中
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

多
額
の
基
金
繰
り
入
れ
を
見
込

む
な
ど
非
常
に
厳
し
い
財
政
運

営
。
投
資
的
経
費
も
、
当
初
予
算
で
は

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
予
算
は

問

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
「
消
滅
し
な
い
地
方
」

と
し
て
市
民
の
満
足
度
・
幸
福
度
を
上

げ
る
に
は
。

問

会長　三浦晃

サ
キ
ホ
コ
レ

１
　
人
口
減
少
に
対
す
る
具
体
的
な
案
は

２
　
健
全
な
行
財
政
維
持
の
た
め
当
面
や
る

　
　
べ
き
事
は

３
　
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
か
ら
、
ゆ
り

　
　
ほ
ん
保
育
園
遊
学
等
に
つ
い
て

４
　
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実
証
区
域
に

　
　
選
定
さ
れ
る
見
通
し
は

質
　
問
　
項
　
目

人
口
減
少
の
克
服
を
最
重
要
課

題
と
捉
え
て
い
る
。
人
口
減
少

下
に
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

市
民
の
生
活
が
豊
か
で
生
き
生
き
と
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
施
策
を
打
ち
出
し

て
き
た
。

　「
地
域
幸
福
度
『
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ

ン
グ
』」
の
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
実

現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民

と
の
対
話
を
通
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で

き
て
い
る
の
か
の
把
握
に
努
め
、
市
民

満
足
度
調
査
を
継
続
し
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
が
整
備
さ
れ
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
高
く
評
価
す
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
業
務
の
削
減
に
ど
の

程
度
寄
与
し
て
い
る
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
化
と
効
果
は
。

問

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
令
和
７
年
度
ま

で
４
年
間
の
指
針
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
計
画
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
の
導
入
で
効
率
化
さ
れ
、
業
務
に

要
す
る
時
間
が
１
人
１
日
当
た
り
30
分

答

程
度
削
減
で
き
、
人
件
費
と
し
て
試
算

す
る
と
、
年
額
１
億
円
を
超
え
る
効
果

額
と
な
る
。

　
令
和
６
年
度
予
算
と
課
題
の
行
財
政

改
革
の
進
捗
は
。

今
後
も
さ
ら
に
少
子
化
が
進
み
、

複
式
学
級
が
生
じ
る
学
校
も
出

て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
市
全
域
を

対
象
に
、
旧
行
政
区
を
超
え
た
学
校
再

編
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
慎
重
に
協
議
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
国
が
示
す
適
正
規
模
は
、
１
学
年
２

学
級
か
ら
３
学
級
程
度
の
ク
ラ
ス
替
え

が
で
き
る
規
模
で
あ
る
。

答
今
後
、
少
子
化
は
さ
ら
に
進
ん

で
複
式
学
級
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
一
中
学
校
区
１
小
学
校
の
在
り
方
が

維
持
で
き
る
か
。

　
旧
町
部
で
の
学
校
運
営
は
検
討
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
全
域
で
の
検
討
が
必
要
と
な
る
の
か
。

　
少
子
化
の
中
の
教
育
環
境
と
学
校
編

成
、
適
正
な
規
模
は
。

問

本
県
の
出
生
数
は
過
去
最
少
の

３
９
０
７
人
と
報
道
さ
れ
た
。

未
婚
・
晩
婚
化
の
傾
向
に
あ
り
、
少
子

化
は
政
府
の
想
定
よ
り
12
年
早
い
ペ
ー

人
口
減
少
に
対
す
る

　
　
　
　
　
具
体
的
な
案
は

問

ス
で
進
む
と
あ
る
。
市
長
は
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
講
じ
て
対
処
し
て
い
る
こ
と

は
十
分
に
理
解
を
し
て
い
る
。
た
だ
現

在
、
こ
れ
と
い
っ
た
効
果
が
見
い
だ
せ

て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
将
来
を
見
す
え
た
具
体
的
な
案
や
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
充
実
が
必

要
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

鳥
海
ダ
ム
建
設
を
は
じ
め
と
す

る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白

押
し
で
、
市
の
財
政
の
底
上
げ
に
大
き

な
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。
施
政
方
針

の
中
に
「
財
政
が
健
全
性
を
維
持
し
、

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
行

財
政
改
革
の
取
組
み
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
求
め
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
当
面

や
る
べ
き
事
は
何
な
の
か
。

健
全
な
行
財
政
維
持
の
た
め

　
　
　
当
面
や
る
べ
き
事
は

問

「
ゆ
り
ほ
ん
保
育
園
遊
学
」
や

「
若
者
地
方
交
流
体
験
」
は
実

に
い
い
構
想
だ
と
思
う
。
こ
の
２
つ
の

構
想
は
現
在
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
実
績
は
ど
う
な

の
か
。

ゆ
り
ほ
ん
保
育
園
遊
学
等
に
つ
い
て

問

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
は
、

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
の
増
加
に
加
え
、
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
る
経
費
の
増
嵩
な
ど
、
歳
出
総

額
が
膨
ら
み
、
前
年
度
を
上
回
る
財
政

調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
健

全
性
を
図
る
た
め
、
基
金
の
残
高
確
保

に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
。

　
本
市
の
人
口
は
２
０
５
０
年
に
は
４

万
２
千
人
台
ま
で
減
少
す
る
見
通
し
で

あ
る
。
市
税
収
入
や
交
付
税
の
減
少
な

ど
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
の
中
で
持
続
可
能
な
社
会
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
行
財
政
改
革
の
取

答

い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
令

和
４
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

「
保
育
園
遊
学
」
に
は
こ
れ
ま
で
７
家

族
26
人
が
参
加
、
う
ち
、
３
家
族
10
人

が
再
度
体
験
に
訪
れ
る
な
ど
好
評
を
得

て
い
る
。
昨
年
４
月
に
は
１
家
族
４
人

が
移
住
し
た
。

　
６
年
度
は
新
た
に
石
沢
保
育
園
を
加

え
る
ほ
か
、
募
集
時
期
を
２
カ
月
か
ら

５
カ
月
に
、
滞
在
日
数
を
14
日
か
ら
30

日
に
そ
れ
ぞ
れ
延
ば
す
と
共
に
定
員
に

つ
い
て
も
４
組
か
ら
10
組
に
拡
大
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　「
若
者
地
方
交
流
体
験
」
に
は
令
和

４
年
度
は
企
業
・
創
業
を
目
指
す
若
者

２
人
に
参
加
頂
い
た
。
新
年
度
も
引
き

続
き
大
学
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

答 組
み
は
避
け
て
通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

人
口
減
少
対
策
と

　
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

少
子
化
の
中
の

　
　
　
　
教
育
環
境
は



〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

会
派
代
表
質
問

610由利本荘市議会だより  令和６年／2024年5月1日発行由利本荘市議会だより  第76号（3月定例会）7

幹事長　松本学

市
民
の
窓
口

１
　
市
長
任
期
最
終
年
度
に
向
け
て

２
　
市
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

　
　
共
有
に
つ
い
て

３
　
令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

４
　
小
・
中
・
高
一
体
型
校
舎
に
つ
い
て

５
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
に

　
　
つ
い
て

６
　
学
校
生
活
に
お
け
る
「
居
場
所
づ
く
り
、

　
　
絆
づ
く
り
」
に
つ
い
て

７
　
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大
綱
に

　
　
つ
い
て 質

　問

　項

　目

市
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
市
民
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
活
用
し
て
、
多

様
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
と
市
の
未
来
像
を
共
有
し
て
、
市

政
を
推
進
し
て
い
く
。

答
ジ
オ
ガ
イ
ド
登
録
者
数
43
人
、

鳥
海
山
案
内
人
の
会
30
人
と
ガ

イ
ド
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
業
員
数
減
少

に
よ
り
営
業
縮
小
し
て
い
る
フ
ォ
レ
ス

タ
鳥
海
は
、
４
月
か
ら
通
常
営
業
を
再

開
す
る
予
定
で
あ
る
。

答
10
年
後
の
町
の
将
来
像
を
定
め

た
本
計
画
を
「
チ
ー
ム
由
利
本

荘
」
で
実
現
す
る
た
め
に
市
民
へ
の
周

知
を
。

問
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
共
有

鳥
海
山
を
活
か
し
た
体
験
型
ツ

ア
ー
に
欠
か
せ
な
い
ガ
イ
ド
の

育
成
、
滞
在
型
観
光
の
受
け
入
れ
体
制

は
。 問 鳥

海
山
を
核
と
し
た

　
　
　
　
　広
域
観
光
振
興

要
支
援
者
は
約
3
5
0
0
人
で

あ
り
、
令
和
8
年
度
末
ま
で
に

2
0
0
件
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

目
標
と
す
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

答
不
登
校
児
童
生
徒
1
3
9
人
の

そ
の
う
ち
「
本
荘
ふ
れ
あ
い
教

答
現
代
ほ
ど
近
隣
住
民
同
士
の
隣

保
共
助
、
見
守
り
、
助
け
合
い

の
「
近
助
の
精
神
」
が
重
要
な
時
代
は

な
い
。
防
災
活
動
を
き
っ
か
け
と
し
た

地
域
の
絆
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
を
図
る
本
事
業
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

問 む
こ
う
三
軒
両
隣
・

　
　
　
　た
す
け
あ
い
事
業

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
、

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
、
学
校
が
抱

え
る
課
題
の
多
様
化
に
対
応
す
る
当
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
は
。

問 教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　現
状
と
今
後

教
職
員
の
研
修
の
充
実
を
図
り
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
多

面
的
に
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
、
充
実

し
た
社
会
生
活
を
送
る
力
を
育
む
。

答
多
様
性
を
認
め
、
寄
り
添
い
合

う
、
温
か
い
人
間
関
係
に
支
え

ら
れ
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
「
居

場
所
づ
く
り
、
絆
づ
く
り
」
と
は
、
具

体
的
な
対
応
は
。

問 学
校
生
活
に
お
け
る

「
居
場
所
づ
く
り
・
絆
づ
く
り
」

室
」
に
通
級
す
る
の
は
19
人
。
通
級
困

難
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
指
導
員

が
地
域
や
学
校
を
訪
問
し
、
学
習
の
機

会
の
拡
充
、
個
に
応
じ
た
学
び
や
成
長

を
多
面
的
に
支
え
、
将
来
の
社
会
的
な

自
立
に
つ
な
が
る
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
る
。
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対

賛
　
　
　
成

阿
部
　
十
全

小
川
　
幾
代

佐
藤
　
正
人

佐
々
木
隆
一

松
本
　
　
学

大
友
　
孝
徳

正
木
　
修
一

三
浦
　
　
晃

長
沼
　
久
利

渡
部
　
聖
一

伊
藤
　
順
男

吉
田
　
朋
子

泉
谷
　
赳
馬

小
松
　
浩
一

佐
藤
　
健
司

三
浦
　
秀
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮
　
貴
子

佐
藤
　
義
之

髙
橋
　
和
子

高
橋
　
信
雄

×××○××××－××××××××××××陳情第１号

○○○×○○○○－○○○○○○○○○○○○陳情第３号

×××○××××－××××××××××××陳情第５号

１９１

１１９

１９１

○：賛成　×：反対　欠：欠席

「令和５年度高校生と語る会」報告書の提出並びに提言
　令和６年３月２９日、市役所において「令和５年度高校生と語る会」の報告書
を湊市長に届け、意見が多く出された２つの内容を提言しました。
　１つは「交通の利便性の向上」として、路線バス及び由利高原鉄道とＪＲ羽
越本線の接続状況の改善やバスの遅延情報の発信を求めるもので、高校生の
登下校の現状を反映したものです。２つ目は、「本荘地域や駅前の活性化につ
いて」として、商業施設の誘致や駅前の空き店舗の利活用を求める内容となっ
ています。
　また、報告書は各校を通して、参加した高校生の皆さんに配布しました。

令和５年度は９団体（延べ６５人）が行政視察に来市されました。
視察目的は、以前より関心の高かった学校教育関係に加え、デジタル化関係が注目されています。

由利本荘市のココが

注目されています！

視察団体 視察内容視察日 人数
防災拠点としての由利本荘アリーナについて 

「マイナンバーカード利活用宣言」の取り組み 

ソドアソビの取り組みについて 
コミュニティ・スクールの取り組みについて 
学力向上の取り組みについて

学校再編について 

沖縄県うるま市議会

福井県坂井市議会

香川県高松市議会

三重県熊野市議会
三重県熊野市議会
宮城県利府町議会

山形県金山町議会

秋田県大仙市議会

大阪府貝塚市議会

5

2

10

13

8
8
6

11

2

令和5年 5月18日

令和5年 7月19日

令和5年 8月　2日

令和5年 8月25日

令和5年10月18日
令和5年10月19日
令和5年12月14日

令和6年 1月31日

令和6年 2月　1日

ジオパークなど地域資源を活用した観光プログラム開発に
よる観光誘客の取り組みについて

廃校を利活用した鳥海山木のおもちゃ館における地元産材の
活用及び新たな雇用について

「市役所デジタルスポット」証明書の自動発行、
遠隔福祉相談について

令和５年度 行政視察受入 一覧
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 佐藤正人（公明党）
１．災害対策について

２．健康増進について

３．ＡＥＤケース内に三角巾及び使い方のリー

フレットを

４．ＧＩＧＡスクール構想の現状について

13P 堀井新太郎（高志会）
１．防災・減災の対策について

２．新たな時代の文化・スポーツ振興の在り

方について

３．児童・生徒の健康管理について

12P 大友孝徳（市民の窓口）
１．由利本荘市の震災リスクの周知について

２．能登半島地震の被災地状況から

３．風力発電施設による健康被害救済の国へ

の請願について

４．由利本荘市中学生会議の在り方について

５．小学校での雪国防災訓練について

12P 小松浩一（高志会）
１．本市におけるまちづくり構想について

２．直面する農業問題について

３．本荘マリーナ海水浴場・本荘港の整備に

ついて

４．本市における敬老事業について

５．現在及び今後の学校教育の諸課題につい

て

13P 小川幾代（立憲民主党）
１．孤立する子育て解消のために

２．放課後等デイサービスの利用者への金銭

的補助を

３．不妊治療費等に対する助成の１年以上の

居住要件の見直しを

４．パートナーシップ、ファミリーシップ制度

の創設を

14P 佐々木隆一（日本共産党）
１．能登半島地震の教訓から

２．相続登記の義務化は周知の徹底を

３．特殊詐欺被害防止にさらなる啓発を

４．自転車違反の反則金について周知の徹底

を

５．県・心身障害者コロニーの移転改築は市

内を優先すべき

６．この冬の暖冬少雪の影響は

14P 吉田朋子（高志会）
１．市の防災対策について

２．トコジラミ対策について

３．学校・家庭の課題についての対応は

3月定例会では、7人の議員が質問
に立ちました。YouTube配信を
QRコードよりご覧になれます。

ＡＥＤと三角巾・応急手当のリーフレット

国
や
県
、
市
の
支
援
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
周
知
を
図
る

べ
き
で
は
。

問

住
宅
修
理
の
支
援
や
生
活
支
援

金
な
ど
、
支
援
制
度
が
多
岐
に

わ
た
り
設
け
ら
れ
て
い
る
。
平
時
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
わ
が
家
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
時
に
追
加
し
周
知

に
努
め
る
。

答 被
災
者
支
援
は

佐藤正人
（公明党）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
時
に
三
角
巾
を

使
い
、
上
半
身
を
覆
う
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
三
角
巾
の
止

血
や
患
部
固
定
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
男
女
差
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
三
角

巾
は
、
上
半
身
を
覆
う
だ
け
で
な
く
、

応
急
手
当
て
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
三

問答 Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
内
に
三
角
巾
及
び

　
　
使
い
方
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

角
巾
と
使
用
方
法
を
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
市
が
設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
備
え
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
起
動
や
通
信
速

度
に
不
満
を
抱
え
て
い
る
と
聞

く
。
改
善
方
法
は
。
ま
た
、
本
格
導
入

さ
れ
る
英
語
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
学
習
効
果
は
。

速
度
低
下
は
市
の
サ
ー
バ
ー
が

外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す

る
際
、
過
度
な
負
荷
が
掛
か
る
こ
と
や

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
が
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
改
善
を
協
議
し
検
討
す
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
再
生
速

度
を
調
整
し
て
本
文
を
読
み
上
げ
た
り
、

動
画
の
視
聴
に
よ
り
、
学
び
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
紙
の
教
科
書
の

併
用
も
重
要
と
考
え
、
よ
り
よ
い
活
用

を
進
め
て
い
く
。

問答 Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
は

1月臨時会1月臨時会

3月定例会3月定例会

●一般会計　価格高騰緊急支援給付金(拡大給付)

補　正　予　算

■人権擁護委員（任期：３年）

　熊　坂　文　子　氏（再任）本荘地域上大野
　高　橋　利　寿　氏（再任）由利地域町村
　佐々木　　　正　氏（新任）本荘地域川口
　秋　山　由美子　氏（新任）矢島地域川辺
　齊　藤　祐　子　氏（新任）大内地域葛岡

人　事　案　件 異議
なし

くま さか あや こ

たか はし とし ひさ

さ さ き ただし

あき やま ゆ み こ

さい とう さち こ

●由利本荘市諸収入金に係る督促手数料

　及び延滞金の徴収に関する条例の一部を改正する

　条例案

●由利本荘市個人番号の利用及び特定個人情報の提

　供に関する条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市手数料条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市堆肥センター条例の一部を改正する条

　例案

●由利本荘市野球場条例及び由利本荘市運動公園条

　例の一部を改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

■土地（鳥海地域普通財産）の処分について

　子吉川水系鳥海ダム建設用地として市有地２２７１．

　６６平方メートルを国土交通省東北地方整備局に売

　却することに伴い、議会の議決を得ようとするもの。

■財産の無償譲渡について

・岩谷麓構造改善センター

　譲渡の相手方：岩谷麓町内会
・特殊農産物研究センター

　譲渡の相手方：長坂町内会
・北福田集会施設

　譲渡の相手方：北福田町内会
■由利本荘市総合計画新創造ビジョン基本構想及び

　後期基本計画の変更について

そ　の　他 可決

趣旨採択

○陳情第３号

　最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を国に求

　める意見書提出についての陳情

　秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一

　秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　奥井　明子

継続審査

○陳情第２号

　年金制度における外国人への脱退一時金の是正を

　国に求める意見書提出についての陳情

小坪　慎也

不 採 択

○陳情第１号

　あきたこまちＲの採用を延期することを秋田県に

　求める意見書提出についての陳情

　小瀧　隆仁

○陳情第４号

　公契約基本条例に労働報酬下限額を定めるなど充

　実発展を由利本荘市に求める陳情

　秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一

　秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　奥井　明子

○陳情第５号

　あきたこまちＲへの全面切替え計画を見直すこと

　を秋田県に求める意見書提出についての陳情

　「あきたこまちＲ」をみんなで考える会

代表　田口　則芳

陳　情　結　果

●議員発案第１号

　由利本荘市議会議員の請負等の状況の公表に関

　する条例の制定について

議 員 発 案 可決
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ここが聞きたい
一 般 質 問

令和６年度子育て応援券事業

問 　配送対象や配送時期は。

答 　対象者は、令和６年４月１日時点で由利本
荘市に住所を有する０歳から１８歳（高校生
年代）とし、子育て応援券千円券10枚綴りを
配布する。６月下旬より順次配送する。

　子育て応援券として１万円分を配送します。

教

帯状疱疹ワクチン接種費用
助成事業

問 　事業内容は。

答 　満50歳以上で、過去に帯状疱疹ワクチンの
接種を受けていない方を対象とする。助成額
は、生ワクチン接種の場合は3千円、不活化ワ
クチン7千円×２回とし、生ワクチンまたは不
活化ワクチンのいずれか一方に限り助成す
る。接種を希望される方は、助成額を引いた
額を協力医療機関に支払う。

　帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成を行い

ます。 教

総合計画新創造ビジョン基本
構想及び後期基本計画の変更

問 　具体的な変更点は。

答 　計画期間を市長任期に合わせ、1年延長
し、令和7年度までに変更するものとする。ま
た、基本構想においては、将来人口目標を令
和7年、7万人以上とする。

　計画の最終年度を令和７年度に変更します。

総

令和６年度敬老事業の制度改正

問 　昨年度とどのように変わったか。

答 　敬老会開催事業（１人あたり２千円の上限）、
記念品贈呈事業（１人あたり千円の上限）のほ
か、敬老会欠席者に記念品を贈呈できるよう
制度改正し追加した。また、敬老事業対象者把
握のため、令和６年１月から、自治会役員に限
り住民基本台帳の無料閲覧を可能としている。

　敬老会欠席者にも記念品の贈呈ができるよ

うになりました。 教

鳥海山火山防災協議会

問 　協議会負担金はどのような活動に使用され

るのか。

答 　今後の鳥海山噴火に対応するため、火山
噴火ハザードマップ3500枚を矢島・鳥海地
域に配布する。

　火山噴火を想定したハザードマップ作成がさ

れます。 総

大友孝徳
（市民の窓口）

小松浩一
（高志会）

由
利
本
荘
市
防
災
計
画
に
記
載

さ
れ
て
い
る
北
由
利
断
層
地
震

に
よ
る
被
害
予
測
「
震
度
７
、
死
者
７

４
８
人
、
負
傷
者
3
5
5
1
人
、
建
物

全
壊
1
万
2
0
1
4
棟
」
の
数
値
を
広

報
な
ど
に
掲
載
し
、
市
民
に
万
が
一
の

準
備
を
呼
び
か
け
て
は
。

デ
ー
タ
が
一
人
歩
き
せ
ぬ
よ
う
、

こ
れ
ま
で
慎
重
に
取
り
扱
っ
て

き
た
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
迅
速
な
避

難
行
動
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
今
後
は

防
災
対
策
の
説
明
の
な
か
で
適
宜
紹
介

し
て
い
く
。

問答 由
利
本
荘
市
の

　
　
震
災
リ
ス
ク
の
周
知
を

内
閣
府
で
は
50
人
あ
た
り
１
つ

の
便
器
が
あ
り
女
性
用
３
対
男

性
用
１
の
割
合
が
理
想
と
し
て
い
る
が
、

本
市
全
域
の
避
難
所
の
数
と
設
定
収
容

問

本
市
の
避
難
所
数
は
82
カ
所
。

設
定
収
容
人
数
は
3
万
5
6
6
0

人
。
男
性
用
ト
イ
レ
は
1
4
6
2
基
、

女
性
用
ト
イ
レ
は
9
6
4
基
で
あ
り
、

十
分
な
保
有
数
と
な
っ
て
い
る
。

答

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
状
況
か
ら

　
　
　
避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

本
市
の
市
民
団
体
が
2
月
6
日

に
上
京
し
、
風
力
発
電
施
設
か

ら
の
低
周
波
お
よ
び
超
低
周
波
騒
音
に

よ
る
健
康
被
害
の
実
態
を
伝
え
、
環
境

省
に
「
風
力
発
電
施
設
か
ら
発
生
す
る

騒
音
に
関
す
る
指
針
」
の
見
直
し
を
請

願
し
た
。

　
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
際
に
は
、
本
市

も
方
針
を
転
換
し
、
被
害
者
が
求
め
る

夜
間
停
止
な
ど
を
後
押
し
し
、
抜
本
的

配
慮
を
要
請
で
き
る
か
。

国
の
法
令
や
指
針
が
見
直
さ
れ

た
際
に
は
、
そ
の
内
容
に
基
づ

き
適
切
な
対
応
を
す
る
。

問答 風
力
発
電
施
設
に
よ
る
健
康
被
害

救
済
の
国
へ
の
請
願
に
つ
い
て

人
数
、
男
女
別
ト
イ
レ
の
数
は
。

災害時の簡易トイレ

市
民
の
声
を
い
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
の
皆
様
と
の
積
極
的
な
意

見
交
換
を
継
続
し
な
が
ら
、
各

地
域
の
幅
広
い
年
代
の
方
の
声
は
も
と

よ
り
、
市
誕
生
後
に
生
ま
れ
た
若
い
世

代
の
方
の
地
域
の
枠
を
超
え
た
自
由
な

発
想
や
思
い
に
耳
を
傾
け
、
重
要
な
施

策
や
計
画
な
ど
の
策
定
に
結
び
付
け
る

事
で
、
真
に
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

問答

産
業
団
地
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
。

昨
年
９
月
に
約
５
０
０
社
を
対

象
に
行
っ
た
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
、
企
業
が
事
業
展
開
を
す
る
際

の
要
件
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
６
年
度
は
多
種
多
様
な
企
業
を
呼

び
込
む
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
産
業
団
地

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問答 本
市
に
お
け
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
構
想

世
帯
数
の
多
い
町
内
会
は
、
該

当
者
を
把
握
す
る
の
も
困
難
な

状
況
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

敬
老
事
業
を
行
う
町
内
会
の
役

員
に
は
、
今
年
１
月
か
ら
対
象

者
の
把
握
目
的
に
限
り
、
無
料
で
住
民

基
本
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
内
会
役
員
な
ど
複

数
で
の
閲
覧
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。 問答

令
和
６
年
度
の
敬
老
会
の
在
り

方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。予

算
措
置
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
額
を
参
加
者
１
人
あ
た
り
の

経
費
を
単
位
と
し
て
、
参
加
者
数
に
応

じ
て
積
算
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今

後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
市

民
の
皆
様
や
、
町
内
会
な
ど
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
や
要
望
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
高
齢
者
の
皆
様
を
し
っ
か
り
と
お

祝
い
で
き
る
敬
老
事
業
と
し
て
い
く
。

問答 令
和
６
年
度
の

　
　
　
　
　
敬
老
会
事
業
は

由利本荘市議会だより  令和６年／2024年5月1日発行

債権に係る督促手数料の廃止

問 　廃止することで得られる効果は。

答 　コンビニ取扱期限の延長による納税者の利
便性の向上や金融機関の公金収納窓口の合理
化への対応、また、行政事務の負担軽減などが
期待される。

　令和６年４月１日以降発生する督促手数料１００

円の徴収が廃止されました。 総

亀田体育館の廃止

問 　利用者への説明は。

答 　利用者団体には個別に通知している。ほと
んどの利用者団体は、築４０年が経過し老朽
化が進んでいること、公共施設等総合管理計
画に基づく廃止に理解を示している。
　また、３００メートル先には高城体育館があ
るため、そちらを利用してもらう。

　築４０年が経過し老朽化が進んでおり、財政

的な面でも廃止するものです。 産

廃止される亀田体育館
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ここが聞きたい
一 般 質 問

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

３月定例会のトピックス

高性能のバイオ炭で土壌改良

問 　具体的にどんなものか。

答 　地元の工場で作られる籾殻燻炭に微生物
を付加するもの。土壌改良の促進が期待され
る。

　環境負荷低減型農業確立に向けた高性能のバ

イオ炭の有効性の実証支援を行います。 産

ごてんまりロード整備事業

問 　どのような整備内容なのか。

答 　階段や壁面にごてんまりのラッピングやタペ
ストリーなどの装飾を施し、ごてんまりのフォト
スポットの整備などを計画している。

　本荘ごてんまりの魅力発信を目的とし、羽後本

荘駅の東西自由通路「ごてんまりロード」の装飾

を行います。 産

堀井新太郎
（高志会）

小川幾代
（立憲民主党）

国
道
７
号
の
迂
回
路
に
な
り
得

る
市
道
の
維
持
管
理
は
。

緊
急
時
に
円
滑
な
交
通
の
確
保

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
る
。
ま
た
、
道
路
沿
い

の
枯
れ
た
松
や
倒
木
に
つ
い
て
は
、
現

地
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
J
R
東

日
本
な
ど
の
土
地
所
有
者
と
協
議
し
、

交
通
に
支
障
と
な
る
木
の
伐
採
を
進
め

て
い
く
。

問答 防
災
・
減
災
の
対
策
を

市道にかかる松枯れの様子

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
終
了
後
の
取

組
み
は
。

本
市
が
力
を
入
れ
て
き
た
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
な
ど
の
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
市
民
が

主
役
の
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
く
。

問答 こ
れ
か
ら
の
市
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
は

Ｉ
Ｔ
社
会
に
お
け
る
裸
眼
視
力

の
確
保
は
。

文
部
科
学
省
で
は
、
視
力
低
下

の
原
因
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
利
用
時
間
増
加
に
よ

る
と
分
析
し
て
い
る
。
学
校
現
場
で
は
、

従
来
の
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た

学
習
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
書
く
こ

と
に
よ
る
学
習
内
容
の
定
着
や
、
視
力

低
下
に
も
留
意
し
て
端
末
を
使
用
さ
せ

て
い
る
。

　
今
後
も
児
童
生
徒
の
視
力
の
推
移
を

注
視
し
、必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

学
校
給
食
の
安
定
供
給
は
。

業
者
を
決
め
る
入
札
に
は
学
校

給
食
の
実
績
や
、
履
行
保
証
人

を
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
。
食
材
の
購
入
に
つ
い
て
は
市
が
直

接
行
う
た
め
、
業
者
へ
の
価
格
変
動
に

よ
る
影
響
は
な
い
。
月
１
回
の
定
例
会

で
協
議
し
安
定
供
給
を
図
る
。

問答 児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
は

受
け
入
れ
先
の
保
育
園
が
な
い
、

課
題
は
何
か
。

看
護
師
の
人
材
確
保
が
最
大
の
課

題
で
あ
る
。
保
育
所
や
訪
問
看

護
事
業
所
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

必
要
と
す
る
看
護
師
の
配
置
や
派
遣
が

可
能
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
、

保
育
所
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け

入
れ
体
制
が
構
築
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問答 医
療
的
ケ
ア
児
の

　受
け
入
れ
環
境
の
構
築
を

障
が
い
児
を
対
象
と
す
る
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
課
税
状

況
に
よ
り
上
限
3
万
7
2
0
0
円
。

　
一
方
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
利
用

料
の
上
限
が
5
千
円
。
不
公
平
感
を
抱

く
の
で
は
。

問 放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　利
用
料
の
軽
減
を

１
年
以
上
の
本
市
居
住
要
件
の

根
拠
は
。

他
市
町
村
と
の
助
成
の
重
複
の

回
避
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

安
心
し
て
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
要
件
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

問答 不
妊
治
療
費
助
成
の

　
　
　
　
　要
件
見
直
し
を

県
だ
け
で
な
く
、
本
市
独
自
の

制
度
創
設
を
求
め
る
声
が
あ
る
。

制
度
が
必
要
で
は
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
メ
リ
ッ

ト
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
や
市

外
へ
の
転
居
後
の
対
応
な
ど
、
課
題
が

あ
る
た
め
広
域
的
に
導
入
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
制
度
導
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
性

的
少
数
者
の
方
々
に
配
慮
し
た
多
様
性

に
理
解
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

問答 パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
を

整備が予定される「ごてんまりロード」

軽度・中度難聴者補聴器
購入費助成事業

問 　助成の内容は。

答 　身体障害者手帳の対象とならない軽度・
中度難聴者（１８歳以上）に対して、補聴器
の購入費の１／２（補助上限額は非課税世帯
5万円、課税世帯2万5千円）を助成する。な
お、補聴器の耐用年数を５年とし、再度申請
可能とする。

　軽度・中度難聴者（１８歳以上）に対し、市

独自に補聴器購入費の一部を助成します。 教

三セク・大内町交流センターに
補助金

問 　補助金交付の主旨は。

答 　株式会社大内町交流センターの解散決定
に基づき、市は通常清算での清算手続きを支
援するため、日々利息が発生する短期借入金
の解消を目的として補助金を交付する。

　道の駅おおうちの温泉宿泊施設「ぽぽろっこ」

を運営する市の第三セクター・株式会社大内町

交流センターに、１５００万円の運営費を補助する

ものです。 産

委員から「市民感情として、際限なく公費を投
入することは理解を得られない。第三セクター
の設立の経緯を鑑み、市としては、他の第三セ
クターを含め、同様の事態とならないよう、経
営実態を把握し、早期の対策と指導を行って
いただきたい。」との発言があった。

委員会では

他
の
障
が
い
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
も
同
様
の
仕
組
み
で

答

自
己
負
担
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
独
自
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

答



⒊ 誰もが安全安心に暮らせる
まちづくり 69億5100万円

◆ハザードマップ作成事業　　　１１０万円
津波、火山噴火ハザードマップ作成事業

◆中央地域、東部地域包括支援センター運営
　業務委託　　　　　  　　　４８１０万円

中央地区（本荘東部・本荘西部・石脇・松ヶ崎・西目）、

東部地区（子吉・小友・石沢・内越・東由利）の地域包括

センター業務を委託

◆内水浸水対策事業　　　　３８００万円
内水浸水想定区域図の作成

主な事業

⒉ 大規模プロジェクトなどを活かした関係人口の
拡大と地域産業の振興 38億7700万円

◆ゆりほんスマイルフェスタ開催事業　５５０万円
市民まつりを改称し、友好都市などの特産品販売やゆりほ

んじょうマルシェを開催

◆住みたいまち リ・ブランディング事業　２６０万円
お試し移住体験事業の拡充を図り本市のリ・ブランディン

グ化（魅力の再認識）に繋げる

◆担い手確保・省力化支援事業　７９０万円
拡大に向ける担い手農家の省力化等に対する支援

主な事業
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木隆一
（日本共産党）

吉田朋子
（高志会）

能
登
半
島
地
震
は
、
真
冬
の
寒

冷
地
で
大
地
震
が
発
生
す
る
と

い
う
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
事
が
現
実
に

な
っ
た
。

　
冬
の
地
震
対
策
は
山
間
部
の
豪
雪
地

帯
を
有
す
る
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な

課
題
で
も
あ
る
。

　
厳
冬
積
雪
期
の
地
震
対
策
は
万
全
か
。

　
市
の
対
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
る
。

こ
の
度
の
地
震
に
つ
い
て
は
、

数
千
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
土

地
の
隆
起
な
ど
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
本
市
で
は
毎
年
各
地
域
に
お
い
て

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
行
な
い
、
関
係

機
関
と
の
連
携
や
自
主
防
災
組
織
の
災

害
の
行
動
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
防
災
対
策
は
女
性
の
視
点

も
取
り
入
れ
男
女
の
違
い
に
も
配
慮
し

な
が
ら
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

問答 厳
冬
期
の

　
　
　地
震
対
策
の
備
え
は

コ
ロ
ニ
ー
の
建
設
は
１
９
６
９

年
、
県
が
当
時
の
西
目
村
に
決

定
。
村
で
は
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
を
寄
付
し
76
年
竣
工
式
を
行
な
っ
て

い
る
。

　
利
用
者
・
職
員
合
わ
せ
て
８
０
０
人

で
西
目
地
域
や
市
内
な
ど
の
地
域
社
会

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　
同
施
設
が
移
転
改
築
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
際
は
西
目
地
域
な
ど

市
内
を
優
先
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
を

関
係
機
関
に
強
く
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

コ
ロ
ニ
ー
の
移
転
先
に
つ
い
て

は
、
西
目
地
域
を
中
心
と
し
た

由
利
本
荘
市
内
に
設
置
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
知
事
あ
て
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　
引
き
続

き
県
の
状

況
を
注
視

し
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま

な
県
と
の

意
見
交
換

の
機
会
を

捉
え
一
層

の
働
き
か

け
に
努
め

る
。 問答 県

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
の

移
転
改
築
は
市
内
を
優
先
す
べ
き

冬
季
の
災
害
備
蓄
品
、
女
性
や

乳
幼
児
向
け
の
備
蓄
品
は
。

冬
季
の
防
寒
用
品
は
、
想
定
を

超
え
る
よ
う
な
避
難
者
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
再
確
認
し
て
い
る
。

　
女
性
用
下
着
、
防
犯
ブ
ザ
ー
、
ホ
イ

ッ
ス
ル
、
妊
産
婦
用
の
衣
類
、
乳
幼
児

用
の
離
乳
食
な
ど
は
、
今
後
の
研
究
テ

ー
マ
と
し
て
、
受
け
止
め
考
え
て
い
く
。

問答 市
の
防
災
対
策

多
様
性
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
と

は
。

市
の
公
共
施
設
で
性
別
を
問
わ

ず
誰
で
も
利
用
で
き
る
多
機
能

ト
イ
レ
施
設
は
約
１
５
０
カ
所
あ
り
、

国
土
交
通
省
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
指

針
に
基
づ
き
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
の

表
示
を
行
っ
て
い
る
。

　
多
様
な
利
用
者
が
訪
れ
る
鶴
舞
会
館

で
は
、
令
和
元
年
度
の
大
規
模
改
修
に

合
わ
せ
て
、
多
機
能
ト
イ
レ
に
虹
色
の

人
型
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
レ
イ
ン
ボ
ー
マ

問答

ー
ク
を
導
入
し
「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」

と
し
て
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　
多
機
能
ト
イ
レ
の
表
示
は
、
今
後
、

国
や
県
、
他
自
治
体
で
の
動
向
を
踏
ま

え
、
多
様
性
に
配
慮
し
た
公
共
ト
イ
レ

の
在
り
方
を
併
せ
て
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

多機能トイレのピクトグラム

全
国
性
教
育
研
究
大
会
に
市
の

教
職
員
は
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か
。参

加
実
績
は
な
い
が
、
県
内
で

行
わ
れ
て
い
る
同
様
の
研
修
会

に
は
参
加
し
て
い
る
。

　
市
内
全
小
・
中
学
校
が
年
度
当
初
に

年
間
計
画
を
作
成
し
、
性
に
関
す
る
教

育
を
、
ど
の
学
習
内
容
と
関
連
さ
せ
て

行
う
か
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
児
童
生

徒
に
実
施
す
る
性
教
育
講
座
や
教
室
も

実
施
し
て
い
る
。

問答 学
校
現
場
で
の

　
　
　
　性
教
育
に
つ
い
て

秋田県心身障害者コロニー



令和５年度予算より８億４６００万円（１．８％）増加
【特別会計当初予算 １００億１０９３万円３千円   企業会計 １２６億１８０６万９千円】

令和6年度 一般会計予算総額

1月臨時会　3月定例会
　令和６年１月２６日に臨時会が開催され、一般会計補正予算１件が、原案のとおり可決されました。

令和６年３月定例会は、２月１６日から３月１９日までの３３日間の会期で開催され、施政方針、教育

方針が示されました。

　市提出案件は、人事案件５件、条例関係３２件、予算関係２件（特別会計への繰り入れ）、令和５

年度補正予算１６件、令和６年度予算１４件、令和６年度補正予算１件、その他７件の計７７件が審議

され、原案のとおり可決されました。

　また、陳情５件については常任委員会での討議、本会議での討論を経て、３件は不採択、１件は

趣旨採択、１件は継続審査と決しました。

　さらに議員発案１件の追加提出議案も可決されました。

⒈ 若者・女性の地域定着と
 切れ目のない子育て支援

… 未来のさらなる飛躍を実現する重点施策 …

73億8300万円

◆福祉医療費支給事業　　６億５２７０万円
０歳から高校生世代及び重度心身障がい者並びに高齢身体

障がい者の医療費助成

◆起業・事業承継支援補助事業　３００万円
起業・創業へのチャレンジを支援するため、開業にかかる

経費の一部を助成

◆部活動地域移行推進事業　　３６０万円
中学校部活動の質的な向上と教員の働き方改革を実現す

る

主な事業

⒊ 誰もが安全安心に暮らせる
まちづくり 69億5100万円

◆ハザードマップ作成事業　　　１１０万円
津波、火山噴火ハザードマップ作成事業

◆中央地域、東部地域包括支援センター運営
　業務委託　　　　　  　　　４８１０万円

中央地区（本荘東部・本荘西部・石脇・松ヶ崎・西目）、

東部地区（子吉・小友・石沢・内越・東由利）の地域包括

センター業務を委託

◆内水浸水対策事業　　　　３８００万円
内水浸水想定区域図の作成

主な事業

⒉ 大規模プロジェクトなどを活かした関係人口の
拡大と地域産業の振興 38億7700万円

◆ゆりほんスマイルフェスタ開催事業　５５０万円
市民まつりを改称し、友好都市などの特産品販売やゆりほ

んじょうマルシェを開催

◆住みたいまち リ・ブランディング事業　２６０万円
お試し移住体験事業の拡充を図り本市のリ・ブランディン

グ化（魅力の再認識）に繋げる

◆担い手確保・省力化支援事業　７９０万円
拡大に向ける担い手農家の省力化等に対する支援

主な事業

由利本荘市議会だより  第76号（3月定例会）15

１月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
１月

２月

２月

３月

３月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会
臨時会
議会全員協議会
山形県金山町議会行政視察来訪

大仙市議会行政視察来訪
産業建設常任委員会協議会
議会運営委員会
本会議（開会）
議会全員協議会
会派代表者会議

本会議（会派代表質問）
「市民と語る会」実行委員会
本会議（一般質問）～８日
議会運営委員会
議会全員協議会
会派代表者会議
委員会（議案審査）～１３日
議会運営委員会
本会議（閉会）

「市民と語る会」全体会
議会報編集特別委員会

「市民と語る会」提言書及び報告書を市長へ提出

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１９ ２０ ２３ ２４ ２５

２０ ３０ ６／１３１

２ ８４ ５

２４

９ １５１４

１６ １７ ２０１８ ２１ ２２

２３ ２４ ２６ ２７ ２８ ２９

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

常任
委員会

２５

日

７

１２
常任
委員会

１１１０ １３

１９

本会議
（一般質問）

６
本会議
（一般質問）

３
本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（閉会）

（１／１～３／３１）
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 ５日
１２日
１９日
２６日

３１日

１日
５日
９日

１６日

６日

７日
８日

１１日
１９日

２７日
２９日

　５月２４日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３

月

定

例

会

４日
７日
８日

２０日

２８日
２９日

１日
２日
５日
９日

２４日

３日
１６日
２３日

新春商工パーティー
二十歳を祝う会
消防出初式
ふるさと応援大使情報交換会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）
矢島カップＧＳＬスキー大会開会式
由利本荘青年会議所新年祝賀会

全国高速自動車道市議会協議会定期総会（東京都）
優良技能者表彰式
秋田県市議会議長会定例会（秋田市）
スポーツ賞表彰式
周防彦宗氏瑞宝双光章受章記念祝賀会

由利本荘市民スキー大会
矢島体育協会創立７０周年・矢島スポーツ賞記念式典
鮎の風実行委員会感謝と慰労の会

慶祝、
協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

49,850円
（8件）

28,500円
（5件）

11,000円
（3件）

31,000円
（1件）

40,000円
（2件）

0円
（0件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」の

ちいき本棚でご覧いただけるようになりました。

https://cccc.backshelf.jp/

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は6／3～6／１9  ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→



地域の互助で乗り［逢い］交通／由利地域西沢地区（４月３日）

由
利
本
荘
市
議
会
で
す

ま
ち
の

声
か
ら

由利本荘市議会だより
令和６年／２０２４年５月１日　第７６号

編
集
後
記

は、将来由利本荘市が活気あるまちになって

ほしいです。

　現在、少子高齢化の影響によって、働き手や働く
場所が減ったり、楽しく遊ぶことのできる場所が減っ

たりと様々なことに悩まされている由利本荘市です

が、私は、自然豊かなことや特産品や歴史ある建

物がいくつもあること、地域の人が温かく接してく
れることなど、由利本荘市にはたくさんの魅力があ

ると思います。そして、これらの魅力が市内・市外

にもっと伝われば、どんどん人が集まり活気あるま

ちになっていくのではないでしょうか。

　私は、この地域の良さをもっとよく知り、周りの

人にも広めて、由利本荘市が活気あるまちになる手

助けをしていきたいです。

由利は自然がとても豊かで、八塩山やボツメ

キ湧水などの観光スポットがあります。ぼく
たちも出かけた「山遊庭の森」では、枝打ち体験

や栗拾いをして自然に親しむことができます。また、

東由利にしかないグルメもあるので、ぜひ訪れて食

べてほしいです。　

　そのために、ぼくは、東由利の良いところをイン

ターネットで宣伝したり、プレゼンをしたりして広め

られたらいいと思います。そうすることで、東由利

を訪れる人や人口が増えることにつながるのではな

いかと思います。

　東由利の良さが、もっと他の地域の方にも広まり、

住んでいることを今よりもほこれるように、自分が

できることを探していきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３4

私 東

未来の東由利活気あるまちに！

東由利小学校 ６年

さん大沼 龍平

矢島中学校 ３年

（町内名　蔵）（町内名　家中）

み あん じふね おお ぬま りゅう へい

さん三船 杏慈

　
私
は
、
趣
味
で
よ
さ
こ
い
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
怪
我
を
機
に
Ｍ
Ｃ
や
歌
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
市
内
イ
ベ
ン

ト
の
司
会
等
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
激
減
、
何

も
出
来
な
い
我
慢
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
一
通
の
封
筒
が
届
き
、
中
に
由
利

本
荘
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
へ
の
お
誘
い
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
司
会
等
の
声
の
特

技
を
活
か
し
て
、
地
元
の
た
め
に
何
か
で
き
る

な
ら
！
と
思
い
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
再
会
が

あ
り
、
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
も
プ
ロ
モ
へ
の
参
加
で
自
分
に
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
一
番
の

収
穫
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
由
利
本
荘
市
で
イ
ベ

ン
ト
等
の
司
会
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
参
加
し
て

さ
と

あ

さ

さ

き

さ
ん

本
荘
地
域 

  

　   

　　　（
町
内
名
　大
鍬
町
）

佐
々
木
亜
里

　
空
澄
み
渡
り
風
薫
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
５
月
５
日
は
子
ど
も
の
日
。「
子

ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
子
ど
も

の
幸
福
を
図
る
と
と
も
に
母
に
感

謝
す
る
日
」
と
し
て
、
１
９
４
８

年
に
国
民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
一
の
広
大
な
面
積
を

誇
る
本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
を

は
じ
め
、
歴
史
、
文
化
、
食
の
宝

庫
と
し
て
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
。Ｇ
Ｗ
に
は
、
お
子
様
と
、
ご
家

族
と
…
行
っ
た
こ
と
の
な
い
由
利

本
荘
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（

甫
仮
貴
子
）
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新年度予算と主な事業　　　　▶Ｐ２

３月定例会のトピックス　　　▶Ｐ４

市長に問う！会派代表質問　　▶Ｐ８

ここが聞きたい　一般質問　　▶Ｐ１１

お知らせします　議会の動き　▶Ｐ１５

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　▶Ｐ１６

３月定例会
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地元企業が車を提供


